
ペーロン漕艇 
期待される活動の効果 
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対象・人数 コース案内 時期 

□小学生以上  

小学生   1 艇あたり 18 名まで（舵取りは引率者） 

中学生以上 1 艇あたり 16 名まで 

※ペーロン船は 10 艇あります 

監視船の基準 

※ペーロン船３艇で、監視船 1隻必要です 

  仏島１周コース 

      約 1.5ｋｍ 

  西目海岸コース 

        約 2ｋｍ 

通年 

時間 

２時間程度 

活動の概要・様子 

□グループで、力を合わせて目的地を目指します。みんなで船を漕ぐことで、協調性やリーダーシップ力の 

育成にもつながります。 

□天草の大海原にくりだすことで、豊かな感性を磨くこともできます。 

  

必要経費 

ペーロン使用料 

 １人１５０円 

監視船代 ※1隻分 

【仏島コース】６０００円 

【西目海岸コース】８０００円 

天草青年の家で準備するもの 利用者で準備するもの 

□ライフジャケット □櫂 

□拡声器      □救急箱 

□ペーロン名簿 □水筒 

□帽子     □タオル 

□その他活動に必要なもの 

留意点 

□急な天候の変化がみられる際は、コースを変更して行う場合があります。 

※天候によっては、活動を中止する場合があります。 

□人員の確認や健康観察の徹底をお願いします。     

おすすめポイント 

□活動をとおして、天草の特徴である、海・島々・天草の橋を一度に満喫できます。 

□ハイキングの活動と組合わせることができます。 



 

活 動 内 容（手順） 

所要時間 項 目 内 容 

 

事前 

乗船名簿提出 □ペーロンの乗船名簿を提出します。※船ごとの名簿 

事前打ち合わせ □活動前に態度決定を行います。※利用者体調・天候状況など 

準備物の確認 □ペーロン活動に必要な服装・道具を準備します。 

 

３０分 

道具の受渡 

活動の説明 

 

 

 

 

 

目的の確認 

□ライフジャケットと櫂を受け取ります。 

□コースや全体の流れの説明を受けます。 

□安全対策の説明をします。 

・ライフジャケットの着用の仕方 

・乗船方法 

・櫂の操作方法 ※持ち方 漕ぎ方 

・舵の操作方法 ※担当のみ 

□各団体（各班）の目的・目標を確認します。 

 

 

５０分 

 

ペーロン乗船 

 

ペーロン体験 

 

□グループごとにペーロンに乗船します。 

□乗船後、監視船の指示に従い目的地に向け出発します。 

□途中、共通の体験を行います。 

 例：課題解決型ゲームＡ ※どうやったら速く進む？ 

  （協調性やコミュニケーション能力を養うことができます。） 

  ①まずは、約５０ｍ漕ぎ、全員で櫂止めをします。 

   ※スピードと櫂止めしたときの抵抗を感じてもらいます。 

  ②２分間でどうしたら速く進むかグループで話合いをします。 

  ③話合い後、約５０ｍ漕ぎ櫂止めを行います。 

   ※一回目と比べてどう変わったか 

  ④②～③を繰り返し行い、成果を感じていきます。 

  ⑤最後に、１つの目標に向かってみんなで協力すると「大きな力」に 

なるという話などを行い共通体験をします。 

 ◆その他に、問題解決型ゲームＢや協調性＆達成感ゲームなども行う 

  ことができます。ご相談ください。 

   ※天候（海の状況）により、中止する場合があります。 

 １０分 まとめ □ライフジャケットと櫂を返却します。 

□健康観察を行います。 

□目的が達成されたか確認します。 

・各班の代表の感想発表 

・引率の方の講評 

□次の活動の準備を行います。 
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